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|種別| 建設場 所|戸 数 |階数 | 備 考
岐阜県怨君主町 3*東15戸 3階 1階共同作業場及集会室
" 三重県木曽岬村 1棟5戸 1/ 1階共同作業場， 倉庫一 集1会階共室同作業場，倉庫，" 新潟県田上村 1練5戸 " 
" 青森県上北村 3棟18戸 2階 部テラスノ、ウ経ス営， 分的共同
必， 北海道倶知安 1棟8戸 3階 共同経営農場内
漁村向 北海道羽幌町 1棟8戸 2階 1階作業場
" 島根県平岡市小伊津 1検討戸 4階 地階共同集会所，作業湯
" 広島県尾道市 1僻 4戸 5階 l階作業場
" 千葉県天津小湊町 1棟24戸 4階
農村向 島根県斐川町荘原 3棟15戸 2階 一農子家ラスハウス =ン舘入事居ーサラリーマ
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-102- 住 居 学
① RC造で，乙れまでの農家住宅と形態が著 第3表 1戸当平均床面積 (trf) 
しく異っているとと。
@ 庭が共同庭の形態をとり，各戸iζ区分した
r-"可~n l -MJ 計
としても， ζれまでの農家の庭より狭く，か 養老町 3.13 3.13 16.日 82.82 
つ隣家iζ接した形態となるとと。 木曽岬村 15.2 20.7 20.7 56.6 








































































第4表 農作業 の 場所
乾 燥 もみすり 調 整
遠住別宅 そ 速住別宅 そ
練 の 線 の 棟 の
関






て使えない乙と。 ①別住宅なし 3戸 1 / 2 3/0 1 / 1 1// 1 






















|4川 7お 21 4 15 4 110 6 5 1 
第5褒 生活行為 の場所 (戸)
就 寝 食 事 団らん 収 納 泊り客
遠棟別室 両 連株主別両 遠棟芸別雨 速棟室別両
減 増変
つえ化
のの のの のの のの ナ
みみ方 みみ方 みみ方 みみ方 たたシ
3 // 3// 3 // 3// 101 
6 0 3 80 1 801 3 0 6 3 1 5 
3 1 8 471 462 o 0 12 109 













( 52 ) 
梶浦:農漁村の共同住宅に関する研究 -105-
第6褒別住宅をもっ世帯の生活行為
ぷト~I3階 4.5(叫 2階 6帖[2階4.5帖I2階台所 zu 住 宅
木曽岬 2 ----- c警 fO'3食，炊，周養老大野 1 F17 MIQ MI3 F15 C41 食，炊，団45 
2 M13 c器 F' 83， M23， Mn.食，炊，周
3 MI8 Ci?食，炊，団
4 c話 ma m4 f7. 図 食，炊 M'85 
5 c書 M' 68. f 10• m7.食，炊，図
養老根古地3 F' 62 c~l. M12. ml0. f9.食，炊，図
4 M16M14mll 図 C~~ m且10 炊，食 収納，鳳自
養老同 1 M17 M'仙 C普，食，炊，団
2 'f1I 図 c~ mS f3 食，炊，図 収納，鹿目c 62
3 
宅7 団 (冬c~ m8) 炊，食 収納C36 m8 
5 M23 M14 mg C547 4 F'77.食，炊，回
(注)c遣は夫婦就寝をあらわす。 (数字は上が夫の年令，下が妻の年令〉












わ か る 17 戸
わ か り な し、 4 
不 明 2 
以前iと比べてよりわかる 13 
よりわからぬ 1 
同 じ 6 








































































































m 物 名 称 面 積
居住部分 (1戸当) 49.8"，' 
内 1階 24.9 
内 2階 24.9 
倉 勝 (1戸当) 17.1 
共 同 浴 場 61. 6 








































































































乙のような家族構成の傾 吋'65+ 九 ~~Tら向はζの部落全体iとみられ
るものであって， (菩提寺~ 究宅部落全体の一戸当平均家族 私丁らにも人数は6.84人である。〉近 名書Tら♀時♀守
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第13表 経営規模別戸数 伊)



































( 59 ) 
-112- 住居学
第15表 上北町 速棟住宅住い方
a量 就 ー 就 穫 食事 団らん .， ，，~・ テνピ 普通接客 間融家 寝 人成当 一 }JIJ H 一剛一』別 i証[面戸剛ナ定 階 階 階 坂階の階田E 住室畳数 4.5 4.5 6 住 モ陣 陸号 軍~ ヨL帖 粘 給 宅 凋枯陣潤枯宅 結階同 枯i階悼シ
Al1 ド.ぉ c君 p 。p C ゆ 。
一 一ートー
Bl1 1.5 6.0 cヨfg p 。t ，. ゆ 。f6 、J
トーー ロ34zn2 一一一 一一ートー トー 一一一一 一トーートー
CI2 .3 1.5 dお1 c包 。p 。。 。 。
'{3ml ML -ーt- ←一一 ーートー 同ーーー一一 トー一一 トー
DI3 2.25 s.O c言 沼M田16 7 c還MI4p 。p 0110 b p 
←一一ー f10 l'l4 一一 トー トー一一一一トー一一
EI4 一
一一一一一トー一一 一』・ 一一一
FI4 2.4 C~ c'S 。。。。。。p 。。。
トーー fg M22FI8 一
Gl1 2.25 9.0 c雲 mlO 。 。。 。 。
一一 白ートー 一一一ートー 1-一一
日2 .5 2.25 6.0 c包 C~ fl0fa 。p C C p 。
fCef47 a 一一 トー一一一ー同ートー
" 
トー 一一 トー一ートー
113 2.お14.5 6.0 Mu M17 C'?1 。。b p 。
』ー一ー トー一円トー、:1-トー トーー』ー トー一一
JI4 4.5 C'拍 C'~ C~ p C p C 。 C 
斗ーー 一ー一 F14M23m2 一一 一一 トーー ドー一一一一 トー・ トーー
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木曽岬 2 2 I 1 
主亙 1 。
H 根古地 1 
回 。
図上認 。I0 I 5 101 0 " 5 I0 I 0 I 0 




















































































部分名 ま平 数 備 ヨ雪
住 宅 327.4 1戸当 13.7坪
共通部分 1ω.8 通路 68.2坪階段 36.6坪
集会室 21.7 
倉 成 48.3 1戸当 2.0坪


































































は比較的類似しているといえる。(調査住宅20戸中，A型12戸 (ω96) B型6戸 (30~的特殊例 2戸
|脚ま|建築ま|建ぺ♂|跡ま|土閉ま|抑入晋|室数|容で~I 階数
101 11. 0 9.9 90 16.9 1.6 2.5 2 153.6 2 
102 20.6 37.5 2.0 2.0 7 2 
103 - 16.2 28.0 1.5 4.1 5 2 
104 13.0 10.8 83.1 21. 7 2.0 2.4 6 166.9 3地下1
106 13.0 8. 7 66.9 14.2 1.3 1.9 4 109.2 2 
107 17.0 10.5 61.8 19.5 0.3 1.9 3 114. 7 2 
1ω 10.0 8.1 81.0 15.6 2.0 2.0 2 156.0 2地下1
111 20.0 15.8 79.0 36.3 1.3 1.5 6 181. 5 2地下1
113 9.3 18.0 1.0 5.0 3 2 
114 当.5 17.8 2.0 3.1 2 2 
115 13.0 11. 7 90.0 16.4 1.5 1.5 5 126.2 2 
116 11.0 21. 0 3.0 0.8 3 2地下1
118 13.0 12.6 96.9 22.9 l!.3 3.5 4 176.2 2 
119 21.4 32.3 3.0 3.1 6 2地下1
120 11. 5 11.4 9.1 21.0 1.5 0.5 4 182.6 2 
121 17.7 32. 7 2.8 9.0 4 2 
124 13.0 10.6 81.5 16.6 2.1 3.1 3 127. 7 2盟主L
126 15.0 31. 0 1.8 3.1 4 2地下1
127 15.0 12.0 80.0 22.4 1.8 3.9 4 149.3 2 
128 14.6 21. 0 3.4 2.8 3 2 
総計 257.6 462.8 36. 7 55. 7 78 

































.26表 一般住宅生産行為の場所 〈件数) 第27褒 ナワクリと家事作業 (一般住宅〉
|長居住部分 | ベラ |
口の間IザシキIオモテ土間 点タ 浜
ナワ干しの場所 。。。2 。8 
ナワクリの湯所 2 7 1 。2 2 
トー一一








たまた まあ る I 1 
ほとんどない I 0 




















オ モ ア 17 1 5 16 
ザ ‘シ キ 。 。 9 2 
その他の1階音E分 。 1 4 1 
一


























( 69 ) 
-122ー 住居学





霊祭|土間 |軒 屋上 同 |五31 ① とれらの作業が農家の場合の農作業等
ナワ干しの場所 。。1 3 4 3 
ト一一一一
と異なり， 「土Jとの結びつきが無視出来る
ナワクリの場所 3 2 9 3 。。という乙と。乙のζ とは作業場が 「土Jから一 一エサツケの場所 。。1 2 。。離れた3階，4階といったと乙ろでも差支え
ト一一一一

































( 70 ) 
梶1甫:農漁村の共同住宅に関する研究 -123ー
.31"共同住宅生活行為の場所 (件)
就寝室 眠分・寝 企分草櫨署炊事 食事 団らん 勉強 接客 泊り客 収納生活用品生産用品
出出出出 )JIJ 
来来来来 レマ ノ、~ Ld 
ててててD 住il アパァとトl別佐宅μ川けアと頬観 ア ア別なL苦[1 tl:1 I! 1 1住いないな 6・.513 トトの のトるいるb、K宅帖i帖帖 帖申占帖 し帖 家み みと宅
漁 家 914 210 1 8 115 41 9 011 414 612 112 211 712 111 013 313 010 91 0 。7 2 
一 戸・圃 トーーー トー一トー トー一 一
その他の世帯 919 311 010 216 612 1J 1 41 a 817 012 415 816 113 113 81 1 11 1 101 1 1 11 1 
ト
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Summary 
The part 1 issurveies of apartment houses for farming famili白 atKisozaki -mura 
(Mie Prefecture)， Yoro-cho (Gifu Prefecture) and Tagami-mura (Nigata Prefectu 
re). 
The part 1 is surveies of terrace-houses for farming families， working in c∞perative 
management of agriculture， at Kamikita-cho (Aomoli Prefecture). 
The part I is surveies of the apartment house for fishing families at Koizu -cho 
(Shimane Prefecture). 
Analysis of these surveies showed that we have need of the fol1owing conditions to 
existence of apartment house for farming and fishing famiIies. 
1. To separete the living of families from farming. 
2. The simplification of family structure. 
3. The restoration of adherence to his own house. 
( 75 ) 
